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水内坐一元神社遺跡 現地説明会の開催について 
 

１ 主   催   長野市（観光文化部文化財課 埋蔵文化財センター） 

 

２ 開 催 期 日   令和７年11月３日（月・祝）午前10時から（受付開始：午前９時30分） 

          少雨決行、荒天中止 

※ 事前申し込み不要、参加費無料 

 

３ 開 催 場 所   柳原総合市民センター敷地内の発掘調査現場（長野大字小島804-5） 

※ ご来場の際はなるべく公共交通機関をご利用ください 

 

４ 開催の目的   柳原雨水調整池整備事業に先立つ埋蔵文化財発掘調査において、市民を

対象とした現地説明会を開催し、文化財保護についての理解促進を図る。 

 

５ 調査の概要 

（1）遺 跡 名  水内坐一元神社遺跡（みのちましますいちげんじんじゃいせき） 

（2）起因事業名  柳原雨水調整池整備事業（長野市河川課担当） 

（3）調 査 期 間  令和７年５月から令和８年12月まで（予定） 

（4）調 査 面 積  約3,200㎡ 

（5）調 査 機 関  長野市埋蔵文化財センター 

 

６ 注目される調査成果 

  弥生時代の「人面付土器」が出土しました！ 

人面付土器は弥生時代の祭祀に用いられたと考えられる

遺物です。 

市内では、榎田遺跡（若穂地区）と松原遺跡（松代地区）

で出土例がありますが、今回の調査で出土した資料は目・鼻・

口・耳のほか頭飾りを思わせる表現が確認でき、顔つき全体

が分かる珍しい資料です。 

同様の資料は佐久市や群馬県高崎市の遺跡から見つかっ

ており、人面付土器の系譜や役割、長野県北部から群馬県に

かけての地域間交流のあり方を考えるうえで重要な発見と

なりました。 

     

▲ 出土した人面付土器 
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◆ 水内坐一元神社遺跡現地説明会 案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 当日は柳原総合市民センター（長野市東部文化ホール）にて複数の催し物が予定されており、 

 駐車場の混雑が予想されます。 

  現地説明会へご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。（長野電鉄 柳原駅から徒歩５分） 

発掘調査現場 柳原総合市民センター 

長野市柳原 
交差点 

柳原小学校南 
交差点 

 


